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各位 

丸 石 製 薬 株 式 会 社 
株 式 会 社 F R O N T E O  

丸石製薬と FRONTEO、創薬研究開発における戦略的業務提携契約を締結     

丸石製薬株式会社（本社：大阪府大阪市、代表取締役社長執行役員：井上勝人、以下「丸石

製薬」）と株式会社 FRONTEO（本社：東京都港区、代表取締役社長：守本正宏、以下「FRONTEO」）

は、FRONTEOの AI創薬支援サービス「Drug Discovery AI Factory（以下「DDAIF」）*1」を活

用し、丸石製薬の全社的な創薬戦略を支援することを目的とした、戦略的業務提携契約を締

結しました。 

 

 

 

 

 

本業務提携契約に基づき、丸石製薬が保有する独自の知見およびデータベース情報と、

FRONTEO が独自の解析手法により抽出した創薬シーズ*2 に関する解析情報を組み合わせるこ

とで、丸石製薬における創薬シーズ導入*3判断の高度化および効率化を図ります。さらに、来

年度には創薬研究開発全般に加え、育薬やライフサイクルマネジメント*4 などへ提携領域を

拡張していく予定です。 

 FRONTEOは、本シーズ導入判断に関する取り組みの対価として、丸石製薬より解析費および

コンサルティングフィーを受領するほか、導入後の研究開発および販売段階における成功報

酬を受領します。 

本業務提携契約に基づくサービス形態は、特定の疾患領域や研究部門に限定することなく、

製薬企業の全社的な創薬戦略を横断的に支援する DDAIF の新たな取り組みとなります。

FRONTEOは本取り組みを、他の製薬企業にも拡充していくことで、成果に応じた非連続的な収

益獲得を見込んでいます。 

https://lifescience.fronteo.com/?_gl=1*heya44*_gcl_au*MzE4MzY1NDQ2LjE3NTA0MDc1Mjk.*_ga*MTU1MjE0NTMyNS4xNzUwNDA3NTI5*_ga_8T7E51N0SY*czE3NTM5NTA2NTMkbzY5JGcxJHQxNzUzOTUwODIxJGo1NSRsMCRoMA..*_ga_3NE0CCD37G*czE3NTM5NTA2NTMkbzY4JGcxJHQxNzUzOTUwODIxJGo1NSRsMCRoMA..


■本取り組みの背景 

本契約は、丸石製薬と FRONTEOが 2025年 1月より開始した、DDAIFを活用した共創プロジ

ェクト*5に続く取り組みです。 

 丸石製薬は、医薬品研究開発における成功確率および開発スピードの向上、ならびに競争

力強化を目的として AI 創薬の活用を推進しており、そのパートナーとして FRONTEO を選定

し、両社はこれまで、ドラッグリポジショニングおよびバイオマーカー探索に関する共創プ

ロジェクトに取り組んできました。 

 特にドラッグリポジショニングに関する共創プロジェクトにおいて見出された適応症候補

については、ウェット検証（細胞、動物などを用いた生物学的試験）により用量依存的な有

効性が確認され、次の開発段階へ進むための具体的な成果が得られています。こうした成果

が高く評価されたことを受け、両社の協業関係をさらに深化させる形で今回の契約締結にい

たりました。 

■世界的課題「創薬標的分子の枯渇」への解決策  

近年、疾患の複雑化・多様化に伴い、創薬における新たな標的分子*6 の探索はますます困

難になっており、標的分子の“枯渇”は世界的な課題となっています。こうした状況を背景

に、日本政府は 2024年に「創薬力向上のための官民協議会」*7 を立ち上げるなど、創薬エコ

システムの構築を通じた創薬力強化を国家戦略として推進しています。 

本取り組みは、創薬標的分子の枯渇という世界的課題に対し、AIを活用した新たなアプロ

ーチにより、製薬企業の戦略的かつ継続的なパイプライン創出を支援するものです。日本発

の革新的医薬品創出を加速させる、実効性のある創薬エコシステムのモデルケースとなるこ

とをめざします。 

 創薬力の強化は、産業競争力の向上にとどまらず、医療安全保障の観点からも重要性を増

しており、本取り組みはその双方において基盤強化に直接的に貢献するものと考えておりま

す。 

■丸石製薬株式会社 執行役員/研究本部本部長 山村 睦朗のコメント 

「この度、FRONTEO 社様と新たな共創プロジェクトを始動できることを大変嬉しく思いま

す。これまでのドラッグリポジショニングおよびバイオマーカー探索における二度の共創を

経て、我々は DDAIFが単なる AI創薬ツールに留まらないことを確信いたしました。同社の専

門性と深く踏み込んだ伴走支援は、AIによる予測を確かな裏づけのある仮説へと昇華させる

『価値創造のファクトリー』であり、同時に当社の探索メンバーが既存の枠組みを超えた視

点を得る『成長の場』でもありました。今回の共創プロジェクトは、FRONTEO 社様の高度な AI

技術を基盤とした『次世代オープンイノベーション』との位置づけで、単なる技術的な課題

解決の枠を超え、当社の事業戦略を左右する重要な意思決定へと直結する、実効性の高い成

果が得られることを強く期待しております。」 

 



■株式会社 FRONTEO 取締役/CSO（Chief Science Officer） 豊柴 博義のコメント 

「丸石製薬様との共創プロジェクトの成果を高く評価いただき、今回の取り組みを開始で

きることを大変光栄に思います。 

本契約における新スキームは、特定の疾患領域や研究部門に限定することなく、製薬企業

の全社的な創薬戦略レベルでの意思決定を支援する画期的なモデルです。創薬標的分子の枯

渇という世界的課題の解決に向け、日本の製薬産業の競争力強化に貢献してまいります。 

 FRONTEOは、最先端の AI技術とソリューションの研究開発ならびに社会実装を通して、革

新的医薬品ならびに治療法の研究開発、医学・薬学研究の進展、医薬品産業の発展、医療の

質ならびに患者の QOL 向上に貢献します。『日本を再び創薬の地に』、そして医薬品産業を自

動車、半導体に次ぐ基幹産業へと成長させることに貢献し、薬を必要としているすべての人

に適切な薬が届けられるようなフェアな世界をめざしてまいります。」 

以上 

 

＊1 DDAIF：AI と創薬に精通した FRONTEO の創薬エキスパートが、自社開発の特化型 AI「KIBIT（キ

ビット）」の自然言語処理技術と独自の解析手法を駆使し、標的分子・適応症探索やその裏付けと

なる仮説を提供する AI創薬支援サービス 

＊2 創薬シーズ：医薬品研究開発の「タネ」となる、疾患の治療に有効だと考えられる化合物や抗体、

創薬技術など 

＊3 導入：製薬企業において、自社内で研究開発を行う形態のほか、他社・他機関から医薬品候補化合

物などの開発権や販売権を獲得するケースがあり、後者を導入（ライセンスイン）と呼ぶ 

＊4 ライフサイクルマネジメント：医薬品の研究開発から上市後、特許保護終了後までを通じてアセ

ットの価値最大化を図る戦略的管理・施策 

＊5 2025年 1月 9日付プレスリリース：丸石製薬と FRONTEO、Drug Discovery AI Factory を活用し

たバイオマーカー探索に関する共創プロジェクトを開始 

https://www.maruishi-pharm.co.jp/media/20250109.pdf 

＊6 標的分子：薬を作用させる対象とする分子（遺伝子）のこと 

＊7 内閣府「創薬力向上のための官民協議会」

https://www8.cao.go.jp/iryou/kanmin_kyogikai.html 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

＜報道関係者＞ 

丸石製薬株式会社 

広報グループ 

Email: public_relations@maruishi-pharm.co.jp 

＜報道関係者＞ 

株式会社FRONTEO  広報担当 

Email: pr_contact@fronteo.com 

 

＜ライフサイエンス AI事業関連＞ 

株式会社 FRONTEO ライフサイエンス AI事業本部 

https://lifescience.fronteo.com/contact 

https://www.maruishi-pharm.co.jp/media/20250109.pdf
https://www8.cao.go.jp/iryou/kanmin_kyogikai.html
mailto:public_relations@maruishi-pharm.co.jp
https://lifescience.fronteo.com/contact


FRONTEO Drug Discovery AI Factory（DDAIF）について 

URL：https://lifescience.fronteo.com/products/drug-discovery-ai-factory/ 

 

 

「FRONTEO Drug Discovery AI Factory（DDAIF）」は、自然言語処理に特化した AI「KIBIT

（キビット）」（日本・欧州・米国・韓国特許取得済）と、FRONTEOの創薬研究者および AIエ

ンジニアの知見を融合した AI 創薬支援サービスです。疾患関連遺伝子ネットワークの解析

や、標的分子候補に関する仮説の構築を通じ、医薬品開発における研究者の意思決定を強力

にサポートします。本サービスはすでに複数の大手製薬企業で導入され実績を積み重ねてい

ます。※Drug Discovery AI Factory に使われている技術は、FRONTEOが日本および韓国、米

国、欧州で計 21件の特許権を取得しています。 

株式会社 FRONTEOについて URL：https://www.fronteo.com/ 

 株式会社 FRONTEOは、自社開発の AI「KIBIT（キビット）」の提供を通じて、日夜、社会

課題と向き合う各分野の専門家の判断を支援し、イノベーションの起点を創造しています。

当社独自の自然言語処理技術（日本・欧州・米国・韓国特許取得済）は、汎用型 AIとは異

なり、教師データの量およびコンピューティングパワーに依存することなく、高速かつ高精

度での解析を可能にします。加えて、解析した情報をマップ化（構造を可視化）する特許技

術を活用することで、「KIBIT」が専門家のインサイトにダイレクトに働きかけることがで

き、近年、KIBITの技術が創薬の仮説生成や標的探索にも生かされています。 

KIBITの独自技術およびアプローチを通じて、「集合知に

埋もれたリスクとチャンスを見逃さないソリューション

を提供し、情報社会のフェアネスを実現する」理念の実

現に向けて、ライフサイエンス AI、リスクマネジメント

（ビジネスインテリジェンス・コンプライアンス支援分

野、経済安全保障分野、リーガルテック AI分野）、DX

（ビジネスインテリジェンス・プロフェッショナル支援

分野）の各事業で社会実装を推進しています。 

https://lifescience.fronteo.com/products/drug-discovery-ai-factory/
https://www.fronteo.com/
https://lifescience.fronteo.com/
https://kibit.fronteo.com/
https://kibit.fronteo.com/
https://osint.fronteo.com/
https://legal.fronteo.com/
https://kibit.fronteo.com/
https://kibit.fronteo.com/


2003年 8月創業、2007年 6月 26日東証マザーズ（現：東証グロース）上場。日本、米国、

韓国で事業を展開。資本金 901,372千円（2025年 9月 30日時点）。 

 

※FRONTEO、KIBIT、Drug Discovery AI Factoryは FRONTEOの日本および韓国、米国、欧州

における商標または登録商標です。 

丸石製薬株式会社について 

丸石製薬株式会社は、1888年に日本薬局方医薬品(ベーシックドラッグ)メーカーとして創

業しました。創業 130 年を超える歴史のなかで培ってきた技術や知識・ノウハウを活かし、

患者さんの QOL 向上を最大の目的として医薬品の研究・開発・普及を幅広く行い、医療に貢

献しています。 

近年では、周術期医療領域、感染対策領域、ベーシックドラッグ領域を事業基盤に、新た

に急性期・救急医療や支持医療(がんサポーティブケア）への展開も進めています。 

丸石製薬株式会社の詳細情報は、https://www.maruishi-pharm.co.jp/をご覧ください。 

 

 

https://www.maruishi-pharm.co.jp/

